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お料理、おいしくできるかな？お料理、おいしくできるかな？
　市内に２カ所ある「地域子育て拠点施設」の１つ、

「地域子育て支援センターひまわり」で、２月１０

日（金）に親子クッキングが開催され、多くの親子

が参加しました。

　この日は、「野菜を使っておやつをつくろう！」

のテーマで、「お野菜のホットケーキ」を作りました。

参加した子どもたちは、料理前の読み聞かせで読ん

でもらった「しろくまちゃんのほっとけーき」に習っ

て、料理に挑戦しました。

　普段やったことのない作業に戸惑いながらも、一

生懸命に調理し、楽しくおやつを作っていました。
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　高齢になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで
きるよう、元気なうちから介護予防をはじめましょう。
　積極的に取り組んで健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限され
ることなく生活できる期間）を延ばし、生きがいを持っていきいきと、
自分らしく充実した日々を送りましょう。
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男　　性 女　　性

全国平均 鳥取県 全国平均 鳥取県

平均寿命 79.55 年 79.01 年 86.30 年 86.08 年

健康寿命 70.42 年 70.04 年 73.62 年 73.24 年

差 9.13 年 8.97 年 12.68 年 12.84 年

平均寿命と健康寿命 ※平成２２年厚生労働省調査
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脳血管疾患（脳卒中） 18.5%

心疾患（心臓病） 4.5%

糖尿病 2.8%

ロ
コ
モ

高齢による衰弱 13.4%

骨折・転倒 11.8%

関節疾患（リュウマチ等） 10.9%

認知症 15.8%

パーキンソン病 3.4%

その他 19.0%

要支援・要介護になる原因疾患　平成２５年国民生活基礎調査に

よると要支援・要介護となった原

因には、メタボリックシンドロー

ム（内臓脂肪症候群・メタボ）と

ロコモティブシンドローム（運動

器症候群・ロコモ）が関連してい

る疾患が多く占めています。

　メタボとロコモを同時に予防・

改善できる生活習慣を身につけて

いきましょう。

脱メタボ ＋ 脱ロコモ ＝ 健康寿命の延伸

市報さかいみなと　2



外出する力

介護予防に関する問い合わせ先
地域包括支援センター
（☎４７－１１３１）

 （公社）境港市シルバー人材センター

　シルバー人材センターは、高齢者が働くこと
を通じて生きがいを得ると共に、地域社会の活
性化に貢献する組織です。
　これまでの知識や経験を活かし、自分の体力・
能力・希望に応じて就業することができます。
　健康で働く意欲のあるおおむね６０歳以上の
人であれば、どなたでも入会できます。
　入会説明会を随時開催しますので、ぜひお問
い合わせください。
【主な仕事】
・障子・襖

ふすま

・網戸の張り替え、簡易な大工仕事
・剪定、除草・草刈り作業、公園や屋内の清掃
・毛筆筆耕
・福祉・家事援助サービス　など

▼事務局　境港市昭和町１１－２２　
　　　　　（☎４７－４５４０）
　　 http://webc.sjc.ne.jp/sakaiminato

境港市ことぶきクラブ連合会

　全国老人クラブ連合会のメインテーマは「の
ばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」です。
３３の単位クラブ、２，６５０人の会員からなる
境港市ことぶきクラブ連合会においても、高齢
化社会を健康で明るく活力あるものにするため、
地域の先頭に立って公益性の高い活動に取り組
んでいます。
　各地区の単位クラブにおいても、様々な活動
を通じて、会員相互の親睦を図っています。
【主な活動】
・高齢者スポーツ大会、ニュースポーツ大会
・ことぶき文化祭、研修旅行、会報の発行
・各種研修会（健康、交通安全、環境問題等）
・一斉清掃奉仕、友愛訪問、傾聴活動　など

▼事務局　境港市竹内町４０
　　　　　境港市社会福祉協議会内
　　　　　 （☎４５－６１１６）

～生きがいや仲間をつくり、地域社会と関わりを持つことが大切です～

 公民館は生涯学習の拠点

　囲碁、手芸、歌、卓球、調理等、様々な
活動が行われています。
　各公民館にお問い合わせください。
　　渡公民館　　…　☎４５－０９０３
　　外江公民館　…　☎４２－３２０４
　　境公民館　　…　☎４４－０４４０
　　上道公民館　…　☎４４－２１８３
　　余子公民館　…　☎４５－０７２８
　　中浜公民館　…　☎４５－０２０７
　　誠道公民館　…　☎４５－５３９２

 スポーツで体力づくり

▼特定非営利活動法人 境港スイミングスクール
　水中ウォーキング等各種クラスあり
　　　　事務局　☎４４－３７２５

▼境スポーツクラブ（総合型地域スポーツクラブ）
　木曜日に市民体育館で様々なスポーツを実施
　　　　事務局　☎４４－６８１８（角さん）

▼ウルトラＣ＆Ｓ（総合型地域スポーツクラブ）
　火曜日に市民体育館でトランポロビクスを実施
　　　　事務局　☎４２－３２２４（拝藤さん）

自分のしたいことができる
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【ご注意】
◇ 給付金は平成２８年１月１日時点で住民票がある市町村から支給され、申請方法・期間などは各市町
村により異なります。境港市以外が申請先となる人は、事前にその市町村に問い合わせるか、ホームペー
ジなどで確認してください。
◇ 給付金の“振り込め詐欺”や“個人情報の搾

さく

取
しゅ

”にご注意ください。ご自宅や職場などに市町村や厚　
生労働省の職員などをかたった不審な電話がかかってきたり、郵便が届いたら、市役所や境港警察署
（☎４４－０１１０）、または警察相談専用電話（☎＃９１１０）にご連絡ください。
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【支給対象者】　
　平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されない人が対象です。ただし、ご自身を扶養している人
が課税されている場合や生活保護制度の被保護者となっている場合などは対象外です。
※例えば単身赴任されているご家族の被扶養者になっている場合など、市外にお住まいの住民税課税者
　の税法上の扶養親族等となっている場合は支給対象となりません。また、境港市以外で住民税が課税
　されている場合も支給対象となりません。

【支　給　額】
　支給対象者１人につき１万５千円　（１回限り）

【申　請　書】
　支給対象となる可能性のある人に２月下旬に郵送します。
　※支給対象と思われるのに申請書が届かない場合など、詳しくはお問い合わせください。
　※申請書が届いても必ず給付金の対象となるわけではありません。支給要件をご確認ください。

【申 請 方 法】　
　申請書に必要事項を記入し必要書類を添付のうえ、受付期間内に下記受付所へ持参、または郵送して
ください。
　 ▼提出書類
　　①　申請書（認印が必要です）
　　②　本人確認書類のコピー（支給対象者全員分が必要です）
　　　　保険証、運転免許証等のコピー
　　　　※マイナンバーの「通知カード」は本人確認書類としてご利用いただけません。
　　③　通帳のコピー
　　　　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳のコピー
　　　　※申請書に口座が印字してあり、前回と同一口座への振込を希望される場合は不要です。
　　④　その他（一部の人のみ必要に応じて提出）
　　　　扶養者の住民税非課税証明書、年金の支払いを裏付ける書類など

【受付期間・受付場所】　
　 ３月１日（水）～７月３１日（月）　市役所分庁舎　給付金受付所

【問い合わせ先】
　 ▼制度に関するお問い合わせ　厚生労働省　給付金に関する専用ダイヤル（☎０５７０－０３７－１９２）
　 ▼申請に関するお問い合わせ　地域振興課給付金担当　（☎４６－０２９４）

臨時福祉給付金
受付所
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■問い合わせ先

　地域振興課企画係　（☎４７－１０２４）

　中海・宍道湖・大山圏域の共通課題の解決や、広域連携による効果的な取り組みを推進している「中海・
宍道湖・大山圏域市長会」について、数回に分けてご紹介します。

■中海・宍道湖・大山圏域市長会とは…

　　中海・宍道湖・大山圏域は、古くから地理的・歴史的
　につながり、豊かな自然と歴史を背景に山陰の中核的な
　圏域として発展してきました。
　　中海・宍道湖・大山圏域市長会は、圏域５市（大山圏
　域はオブザーバー）が連携し、それぞれが有する特徴的
　な資源や優位性を生かし、圏域全体の発展に資する取り
　組みを行うために設立されました。

■これまでの歩み（沿革）

　平成１９年７月　中海圏域４市連絡協議会を改組し、中海市長会を設立
　平成２４年４月　中海市長会を発展的に改組し、中海・宍道湖・大山圏域市長会を設立
　平成２５年３月　中海・宍道湖・大山圏域振興ビジョン策定
　平成２７年７月　中海・宍道湖・大山圏域市長会地方版総合戦略策定
　　　　　　　　　目標：県境を越えた広域連携により、圏域人口６０万人の維持を図る

■これまでの取り組み

　　振興ビジョンに掲げる「産業振興」、「観光振興」、「環境の充実」、「連携と協働」の４つの基本方向に
　基づき、圏域内企業のビジネスマッチングや海外商談会への参加支援、クルーズ客船寄港時のおも
　てなし事業など、圏域が一体的に発展していくための様々な事業を実施しています。

■ホームページ

　中海・宍道湖・大山圏域市長会ホームページＵＲＬ
　　http://www.nakaumi.jp/

《ビジネスマッチングの様子》 《クルーズ客船寄港時のおもてなしの様子》

中海・宍道湖・大山圏域市長会の紹介（第１回）
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市職員の

給与等の状況をお知らせします
■人件費の状況（平成 27 年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
H28.3.31

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人
34,972

千円
16,394,840

千円
2,179,935

％
13.3

※人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

　職員、議員などの給与とは報酬、給料 ( 基本給 )、

各種手当 ( 扶養、通勤手当など ) のことで、これら

は条例に基づき支給されています。平成 28 年 4 月

現在の状況を市民の皆さんにお知らせします。

■平均給料月額と初任給の状況（平成 28 年 4月 1日現在）

平均給料月額 平均年齢
324,700 円 42.9 歳

※一般行政職（給料月額には、各種手当は含みません。）

区　　　分 境港市 国
初　任　給
( 一般行政職 )

大学卒 166,100 円 176,700 円
高校卒 144,600 円 144,600 円

■特別職の給与（平成 28 年 4月 1日現在 )

区　分 給料・報酬月額 期末手当（平成 28 年度支給割合）
市　長 945,000 円 月額給料 ( 報酬 ) に 40% を

加算し、それに次の数を乗
じた額
　　 ６月期　 1.50 月分
　 １２月期　 1.65 月分 
　　　 計　　 3.15 月分

副市長 781,000 円
教育長 661,000 円
議　長 487,800 円
副議長 414,000 円
議　員 385,200 円

■主な職員手当の状況
①期末・勤勉手当（民間企業のボーナスなどに相当）

区　分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225 月分 0.8 月分
12 月期 1.375 月分 0.8 月分
計 2.6 月分 1.6 月分

　　　　　　　　（平成 28年度支給割合）

②退職手当（平成 28年 4月 1日現在）

区　分 自己都合 定年・勧奨
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分

③毎月支給される手当（平成 28年 4月 1日現在）

区　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

扶養手当

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月額　13,000 円
配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人につき月額　  6,500 円
配偶者のない職員の扶養親族のうち１人目の子等　　　　　　　　　　　　　月額　11,000 円
満 16 歳年度始めから満 22 歳年度末までの子　　　　　　　　　１人につき加算額　  5,000 円

住居手当 月額 12,000 円を超える家賃（借家等）を支払っている職員  　　　月額 27,000 円を限度に支給

通勤手当
交通機関等利用者　　　　　　　　　　　　　   　運賃等に応じ、月額 55,000 円を限度に支給
自動車等使用者　　　　　　　　　　　　　 　通勤距離に応じ、月額 2,200 ～ 46,400 円を支給

管理職手当 管理または監督の地位の職員　　　　　　　　  　職責に応じ、月額 35,700 ～ 70,500 円を支給

※そのほか、正規の勤務時間を超えて勤務した場合に支給される時間外勤務手当、著しく危険、不快、不健康
　などの業務に従事した場合に支給される特殊勤務手当などがあります。
※特別職には支給はありません。

■職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

議会 総務 税務 民生 衛生 農林水産 商工 土木 教育 下水道 その他 合計
平成 28 年 4 月 4 47 20 54 26 11 11 28 20 11 10 242
平成 27 年 4 月 4 49 20 53 26 12 11 25 21 11 10 242
平成 23 年 4 月 4 48 19 58 31 10 10 22 22 11 10 245

※職員数は、一般職に属する職員のうち、教育長、臨時・非常勤職員を除いたものです。

■問い合わせ先　総務課職員係（☎ 47－ 1009　Mail soumu@city.sakaiminato.lg.jp）
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成
柔
道
境
港
大
会
（
２
月
）

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
柔
道
）
で
は
、
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
渡
地
区
に
限
ら

ず
、
市
内
の
小
学
生
で
あ
れ
ば
団
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日

の
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
渡
体
育
館
の

武
道
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

柔
道
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
初
心
者

で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

見
学
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
一
緒
に
柔

道
で
心
身
を
鍛
え
て
、
い
い
汗
を
流
し
ま

し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
柔
道
）

　

◇
松
本
哲
明　
　
　
（
☎
45
‐
１
０
６
０
）

　

◇
木
下
直
行　
　
　
（
☎
42
‐
５
０
１
１
）

　境港市と伊平屋村の子どもたちは、たっぷりの雪と晴天に恵まれ、最高のコンディションでスキーを楽しみ、冬の大山の

自然を満喫しました。互いに励まし合ったり、仲良くリフトに乗ったり、昼休憩には雪合戦をするなど、友情を育みました。

　夜の歓迎交流会では、保護者の手作り料理（いただき、つみれ汁、紅ガニ）に舌鼓を打ち、ゲームやクイズ、サプライズ

ライブや踊りなどで楽しい時間を過ごしました。

　最終日は、水木しげるロード散策を行い、伊平屋村の友達にお勧めのおみやげを紹介したり、一緒に写真を撮ったりして

いました。そして、ＪＲ境港駅で境港の児童・保護者とともに伊平屋村の子どもたちを見送り、今年度の交流会を終えました。

スキー＆歓迎会での交流

　平成８年から「（株）海産物のきむらや」の支援により、

沖縄県伊平屋村と境港市の教育交流事業を行っています。

　夏には、境港市から１８人の児童が伊平屋村を訪れ、冬

には、伊平屋村から２３人の児童を招き、大山でのスキー

や夜の歓迎会、水木しげるロード散策等を通して絆を深め

ました。

第２１回境港市・伊平屋村教育交流事業
ウインタースクール
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～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　
【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 鬼太郎ナンバー、境港を走る
　境港郵便局の配達バイク、ご当地ナンバーへ交換

　境港郵便局が保有する全３０台のバイクにご当地ナンバー

が取り付けられ、２月１日（水）から市内を走っています。

　このご当地ナンバーは、市の魅力発信と観光振興の一助と

することを目的に、昨年１１月から導入しました。

　今回の取り付けは、境港郵便局にご協力いただき実現した

もので、市内を日常的に走り、観光客などの目にとまりやす

い郵便配達用バイクにご当地ナンバーを取り付けることで、

市のＰＲ効果が期待されます。

　

 メディアとの上手な付き合い方とは
　平成２８年度境港市青少年育成講演会を開催　

　子ども達を取り巻くメディア環境について、その現状と家

庭としてどう付き合っていくかを学ぶ青少年育成講演会が、

２月１７日（金）に保健相談センター講堂で行われました。

　講師の渡部万
ま

里
り

子
こ

さん（鳥取県ケータイ・インターネット

教育推進員）から、近年、問題となっているネットいじめや

子どもの生活とメディアについての現状、メディアと上手に

付き合っていくための家庭でのルール作りなどを語っていた

だきました。絵本の朗読や実例を交えた分かりやすい講演に、

参加者は真剣に耳を傾けていました。

《
シ
ー
サ
イ
ド
☆
音
魚
人
》

【
団
体
紹
介
】

　

シ
ー
サ
イ
ド
☆
音
魚
人
は
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
（
主
に
市
在
住
の
小

学
生
の
合
唱
団
）
の
卒
業
生
を
中
心
に
、
中

学
生
と
高
校
生
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
童
謡
や
歌
謡
曲
な
ど
、
親
し
み
や
す

い
曲
か
ら
本
格
的
な
合
唱
曲
ま
で
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
挑
戦
し
、
定
期
演
奏
会
の

開
催
、
市
合
唱
祭
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
へ
参

加
す
る
な
ど
、積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
境
港
市
成
人
式
（
１
月
）

◇
定
期
演
奏
会
（
３
月
）

◇
み
ん
な
で
歌
お
う
思
い
出
の
歌
（
５
月
）

◇
鳥
取
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
８
月
）

◇
境
港
市
合
唱
祭
（
11
月
）　

な
ど

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

先
生
た
ち
か
ら
、
楽
し
く
熱
心
な
指
導
を

い
た
だ
き
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
目
指
し
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

仲
間
と
一
緒
に
音
楽
に
親
し
む
こ
と
は
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年

少
女
合
唱
団
の
小
学
生
た
ち
か
ら
は
、
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
頼

り
に
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
演

奏
し
て
い
ま
す
。
入
団
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
12
日
（
日
）
に
文
化
ホ
ー
ル

で
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
と
と

も
に
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

合
唱
だ
け
で
な
く
、
踊
り
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
も
あ
る
楽

し
い
ス
テ
ー

ジ
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、

17
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
・
シ
ー

サ
イ
ド
☆
音
魚
人
事
務
局
（
境
港
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
） 定期演奏会の様子

9　平成２９年３月



情報あらかると

聖歌（青山学院大学

間島記念図書館所蔵）

聖歌（青山学学院大学院

間島記記間島記間 念図書念図書念図書館所蔵館所蔵館所 ））

　

林
徳
助
は
、
嘉か

永え
い

4
年
（
１
８
５
１
）、

但
馬
国
城
崎
郡
香
住
村
（
現
兵
庫
県
美
方

郡
香
美
町
）
に
駒こ

ま

居い

次じ

郎ろ

作さ
く

の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
少
年
の
頃
、
大
坂
と

北
海
道
を
結
ぶ
交
易
船
「
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

」
が
香

住
沖
を
盛
ん
に
行
き
来
し
、
そ
の
雄
姿
に

強
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
２
年
、
18
歳
に
な
っ
た
徳
助
は
、

室
蘭
開
拓
使
造
船
所
に
入
所
、
西
洋
型
帆

船
の
建
造
に
従
事
し
ま
す
。
明
治
７
年
に

は
函
館
造
船
所
に
移
り
、
英
国
人
技
術
者

か
ら
本
格
的
に
西
洋
型
機き

帆は
ん

船せ
ん

の
指
導
を

受
け
、
多
く
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

ま
す
。
明
治
９
年
に
は
、
石
川
島
造
船
所

に
入
所
し
、
以
後
十
数
隻
の
機
帆
船
建
造

に
携
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
東
京
築
地
の
川
端
造
船
所
に

迎
え
ら
れ
「
飛ひ

鶴か
く

丸ま
る

」
を
は
じ
め
数
隻
の

新
船
を
建
造
し
ま
し
た
。
神
戸
に
進
出
し

た
同
社
の
後
を
譲
り
受
け
、
明
治
15
年
駒

居
造
船
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
東
京
大
学
な
ど
の
練
習
用
ボ
ー

ト
建
造
や
操
縦
法
の
教
授
な
ど
青
少
年
を

対
象
に
ボ
ー
ト
の
普
及
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
明
治
23
年
に
は
改
良
漁
船
の
模
型

に
よ
り
東
京
府
よ
り
賞
を
受
け
た
り
、
京

都
で
の
疎
水
計
画
な
ど
に
も
加
わ
り
ま
し

た
。

　

明
治
29
年
、
鳥
取
市
賀
露
の
林
ト
モ
と

の
養
子
縁
組
を
機
に
、
山
陰
に
お
け
る
造

船
の
適
地
と
考
え
た
境
港
に
居
を
移
し
ま

す
。
境
港
は
江
戸
時
代
か
ら
鳥
取
藩
の
重

要
港
と
し
て
、
御ご

廻か
い

米ま
い

役や
く

所し
ょ

や
御お

手て

船せ
ん

作さ

業
ぎ
ょ
う

場ば

な
ど
の
役
所
が
置
か
れ
、
北
前
船
を

は
じ
め
交
易
船
で
賑
わ
っ
た
山
陰
第
一
の

港
町
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
山
陰
地
方
の
海
運
は
船
の
大
き

さ
や
性
能
の
点
で
遅
れ
が
あ
り
、
今
後
の

発
展
は
大
型
船
に
よ
る
交
易
範
囲
の
拡
大

が
必
要
と
考
え
た
徳
助
は
、
お
台
場
地
先

に
山
陰
造
船
所
を
設
立
し
、
洋
式
大
型
船

の
建
造
を
始
め
ま
す
。
常
に
研
究
を
怠
ら

ず
、
洋
式
帆
船
、
機
帆
船
、
改
良
漁
船
を

次
々
建
造
し
、
境
港
の
海
運
振
興
と
漁
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

山
陰
に
お
け
る
造
船
業
の
先
駆
者
、
林

徳
助
は
大
正
７
年
８
月
、
67
歳
で
そ
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
た
た
え

る
記
念
碑
が
大
勢
の
篤と

く

志し

家か

の
寄
付
に
よ

り
建
立
さ
れ
、
現
在
も
台
場
公
園
内
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）「
鳥
取
県
郷
土
が
誇
る
人
物
誌
」

「
境
港
市
史
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（
1212
））　　

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
林林

は
や
し

は
や
し　　

徳徳と
く
と
く

助助す
け
す
け

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　進学・進級に伴い、お子さんにスマートフォンを持た

せる場合は、次のことに注意してトラブルから子どもた

ちを守り、安全な使い方をさせましょう。

　スマートフォンは、アプリでその機能をカスタマイズ

することができますが、好ましくないサイトやアプリも

多くあります。

　｢無料通話アプリ｣ は、自分の I Dを設定し、相手の

I Dを登録することで、メールアドレスと同じように連

絡先として使うことができますが、見知らぬ人と出会う

ことができるサイトやアプリが多く出回っていて、これ

を子どもが使って犯罪被害に遭うことがあります。

　また、ネットで知り合った人のプロフィールを簡単に

信じてしまい、実際に会うことに抵抗を感じないことも

多く、ＩＤ交換掲示板を利用して犯罪被害に遭う子ども

が急増しています。

　犯罪やトラブルから子どもを守るために、日頃からイ

ンターネットの危険性を教え、

○接続するサイトやダウンロードするアプリは保護者が　

確認する

○個人を特定される情報を書き込まない

○知らない人とメールのやり取りをしない

など、家族で話し合って利用ルールを作りましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

ＳＴＯＰ！ネット犯罪

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　自分（家族）の身は自分（家族）で守る「自助」も大

切ですが、それだけでは十分とはいえません。近所の住

民同士が協力し、被害を防ぎ、軽減させる「共助」が重

要になります。

＜自主防災組織＞

　地域住民が連携し防災活動を行う組織です。境港市で

は、２月現在で５０の自主防災組織があります。

＜なぜ自主防災組織が必要なのか＞

　大きな災害が発生した場合、自治体や消防、警察など

が、すぐに現場に向かうのは困難です。消火、救出、救

護などの初期活動に取り組み、被害を最小限にとどめる

ためには、地域の皆さんによる互いの協力が必要です。

＜平常時の活動＞

　防災知識の普及、防災訓練の実施、物資の備蓄や防災

用資機材の整備点検

＜災害時の活動＞

　災害に対する情報の収集と伝達、出火防止および初期

消火活動、避難所などの安全な場所への避難誘導活動、

炊き出し等の給食・給水活動、避難所の運営

＜市は自主防災組織の活動を支援しています＞

　市では組織の結成時の防災資機材の整備や、防災訓練

の実施などに要する費用の一部を助成しています。

12日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

地域での防災（自主防災組織活動）

市報さかいみなと　10



情報あらかると

　「注文を受けた健康食品をこれから送ります」と電話

がかかった。電話の内容を不審に思ったが、通信販売で

定期購入している健康食品があり、それと思い込んで送

付を承諾した。しかし、翌日代金引き換えで届いた箱を

開けてみると頼んだ覚えのない商品だった。

【送り付け商法の手口】

　注文していない健康食品を「以前申し込みされた」な

どと言って送りつけられるトラブルの相談が寄せられて

います。

　「申し込んでいない」と送付を断っても、「以前申込み

を受けた記録があり、キャンセルはできない」と強引で

あったり「受け取らなければ裁判を起こす」などと脅し

てくるケースもあります。

　また、現金書留の封筒を商品に同封していきなり送り

付け、後から電話で代金を請求する手口もあります。

【アドバイス】

○申し込んだ覚えのない商品を送るとの電話がかかって

　きても、「いりません。送らないでください」ときっ

　ぱり断りましょう。

○断ったにもかかわらず、代金引き換えで配達された場

　合は、配達員に「受け取り拒否」することを伝えましょ

　う。

○心当たりのない宅配便などは安易に受け取らず、お金

　を郵送したり振り込んだりしてはいけません。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

健康食品の送りつけ商法

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

178消費生活相談室です消費生活相談室です

　こころの健康は、自分ではなかなか自覚しづらいも

のです。毎日の生活の中で、知らず知らずのうちにス

トレスがたまり、こころが疲れていませんか？

　市では携帯電話やパソコンを利用して気軽にストレ

スや落ち込み度を調べることができるメンタルチェッ

クシステム「こころの体温計」を導入しています。健

康状態や人間関係、住環境などの１１問の質問に回答

すると、水槽の中で泳ぐ赤や黒の金魚、猫など複数の

キャラクターが登場し、ストレス度や落ち込み度が表

示されます。

　本人向け、家族向け、アルコールチェック、子育て

中のストレスを知る赤ちゃんママモードの４種類があ

り、自分の状況にあわせ、選んでチェックすることが

できます。チェック結果とあわせて、相談機関の情報

も表示されます。ぜひあなたの心のケアにお役立てく

ださい。

○携帯電話やスマートフォンからは、

　ＱＲコードを読み取ってください。

○パソコンからは

　https://fi shbowlindex.jp/sakaiminat/

▼問い合わせ先

　健康推進課（☎４７－１０４２）

保健師の
　ちょっと一言

「こころの体温計」でストレスチェックを

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）
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人権地区巡回講座

　テーマは「すごろくトーク～世界人権宣言～」です。

グループですごろくゲームをしながら楽しくおしゃべ

りをし、世界人権宣言には何が書かれているかを知っ

ていただき、併せて日本国憲法とも比べてみました。

　また、市も取り組んでいる「本人通知制度」への登

録についての説明も行いました。アンケートには「ゲー

ムに違和感」を持たれた人がありましたが、多くの皆

さんから「ゲームが楽しい講座だった」「いろいろな

人と話ができて楽しかった」という評価をいただきま

した。

　地区巡回講座では、特に人権課題を絞らず、より多

くの市民に人権を身近に感じていただける内容を考え

ています。平成２９年度は、余子・外江・境・上道地

区で実施しますので、初めて参加される人も気軽にお

出かけください。７５分で楽しく人権を感じましょう。

平成２８年度 中浜・渡・誠道地区アンケート結果
（参加者１８６人・回答者１６５人）

ＱＲコード

11　平成２９年３月



鳥
取
県
中
部
地
震
住
宅
修
繕
支
援
金

支
給
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

市
報
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、

住
宅
の
修
繕
支
援
に
つ
い
て
、
支
給

対
象
が
「
所
有
者
ま
た
は
、
所
有
者

の
３
親
等
以
内
の
親
族
が
居
住
す
る

住
宅
」
に
加
え
、
次
の
者
に
も
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

▼
拡
充
対
象

①
契
約
に
よ
り
、
借
り
主
が
補
修
す

　

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
賃

　

借
人

②
長
期
間
の
借
家
で
、
借
り
主
が
補

　

修
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い

　

る
住
宅
の
賃
借
人

▼
支
援
額

　

損
害
の
割
合
に
応
じ
て
支
援
額
が

異
な
り
ま
す
。

※
10
％
以
上
の
損
害
の
場
合
は
、
修

繕
費
と
し
て
30
万
円
を
限
度
と
し
た

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

税
務
課
で
、
り
災
証
明
書
の
交
付

を
申
請
し
、
発
行
さ
れ
た
り
災
証
明

書
を
持
参
し
、
自
治
防
災
課
で
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

◇
①
の
対
象
者

　

り
災
証
明
書
、
当
該
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
書
の
写
し

◇
②
の
対
象
者

　

り
災
証
明
書
、
当
該
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
書
の
写
し
、
申
立
書
（
修

　

繕
は
賃
借
人
が
行
う
旨
の
も
の
）

※
申
立
書
の
様
式
は
自
治
防
災
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
０)

ま
ご
こ
ろ
奨
学
金

　

保
護
者
が
、
交
通
事
故
や
詐
欺
被

害
、
傷
害
、
殺
人
な
ど
の
理
不
尽
な

犯
罪
に
遭
遇
し
、
経
済
的
に
不
安
定

と
な
っ
た
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
日
本
財
団
が
担
い
手
と
な
り
、

奨
学
金
の
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
や
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
と
要
項
は
、
市
内
の
中
学

校
、
高
等
学
校
、
公
民
館
、
地
域
振

興
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://n
f-y
o
h
o
.co
m

）

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
対　

象

　

保
護
者
が
、
理
不
尽
な
犯
罪
に
遭

遇
し
、
経
済
的
に
不
安
定
と
な
っ
た

た
め
に
、
奨
学
金
の
給
付
を
必
要
と

す
る
家
庭
の
子
ど
も
で
、
高
校
・
大

学
・
大
学
院
・
短
大
・
専
修
学
校
（
専

門
課
程
・
高
等
課
程
）・
高
等
専
門

学
校
に
在
学
、
ま
た
は
進
学
を
予
定 

し
て
い
る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

３
月
市
議
会
を
開
催

　

３
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
３
月
定

例
市
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
議
会
日
程

※
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
３
３
５
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
各

公
民
館
で
も
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送　

午
前
10
時
〜
議
会
終
了

◇
録
画
放
送
（
繰
り
返
し
）

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
深
夜
２
時

※
放
送
時
間
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
８
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
期
間
が
終
了
し
ま
す
！

　

対
象
と
な
る
年
齢
の
人
に
は
、
昨

年
３
月
末
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
接
種
期
間
が
も
う
す
ぐ
終
了

し
ま
す
の
で
、
未
接
種
の
人
は
、
忘

れ
ず
に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

平
成
29
年
３
月
末
時
点
の
年
齢
が

65
、
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
、

１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

に
限
り
ま
す
。

▼
接
種
期
限　

３
月
31
日
（
金
）

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
27
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

受
診
券
を
紛
失
等
さ
れ
た
場
合
は
、

再
交
付
を
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

損害基準判定 支援額

４％超１０％未満 ５万円

３％超４％以下 ４万円

２％超３％以下 ３万円

１％超２％以下 ２万円

１％以下 １万円

３月１日（水）
本会議　◇市長施政方針
　　　　◇議案上程　ほか

　　６日（月） 本会議　◇一般質問

　　７日（火） 本会議　◇一般質問

　　８日（水）
本会議　◇一般質問
　　　　◇請願陳情上程

　　９日（木）
　～ 17 日（金）

常任委員会

　　21 日（火） 特別委員会

　　23 日（木） 本会議　◇各委員長報告　ほか

市報さかいみなと　12



国

民

健

康

保

険

被
保
険
者
証
の
更
新

　

各
公
民
館
に
お
い
て
、
左
表
の
日

程
で
更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
２

月
下
旬
に
各
世
帯
へ
お
知
ら
せ
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

※
公
民
館
で
手
続
き
を
行
う
日
の
午

後
２
時
〜
５
時
お
よ
び
、
３
月
21
日

（
火
）
以
降
の
平
日
は
市
民
課
保
険

年
金
係
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
自
家
用
車
を
ご
利
用
の
人
は
、
な

る
べ
く
市
役
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
加

　

入
者
全
員
分
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
所
得
申
告
書　

　
（
市
役
所
に
返
送
し
て
い
な
い
世

　

帯
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

進
級
（
就
園
）
準
備
金
の
支
給

▼
対　

象

　

２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
平
成
29
年
度
に
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
等

◇
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

　

る
世
帯
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学

　

校
に
通
学
す
る
児
童
等

◇
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

　

支
援
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に

　

通
う
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児

　

童
等

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
額　

１
人
に
つ
き
３
千
円

▼
申
請
期
限　

３
月
24
日
（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

と き と こ ろ 時 間

3 月 09 日（木）誠道公民館

9：30
～

正午

3 月 10 日（金）渡 公 民 館

3 月 12 日（日）市民課窓口

3 月 13 日（月）上道公民館

3 月 14 日（火）余子公民館

3 月 15 日（水）境 公 民 館

3 月 16 日（木）外江公民館

3 月 17 日（金）中浜公民館

◎保険証更新の日程・会場

　国民年金は、老後や不測の事態で障がいを負ったときなどの生

活を支える制度です。２０歳になり、他の年金に加入していない

人は、国民年金に加入しなければなりません。

▼手続方法

　２０歳の誕生日前に届く、資格取得届を市役所か年金事務所に

提出してください。

▼保険料

　国民年金の保険料は、月額１６，２６０円（平成２８年度）です。

納付方法は、納付書、口座振替、クレジット納付があり、前納に

よる割引制度もあります。

※平成２９年度の保険料は月額１６，４９０円となります。

▼保険料の免除・猶予

◇保険料の納付が困難な場合は、免除申請制度があります。　

　世帯の所得状況に応じて、保険料の免除・猶予を受けら

　れます。（所得状況により却下となる場合があります）

◇学生の場合は、学生納付特例制度を利用すると納付が猶

　予されます。申請には、在学証明書（原本）か学生証の

　写しが必要です。（対象とならない学校もあります。）

▼免除・猶予期間の年金（ただし、一部納付は免除後の保険料を

納めていることが要件）

　免除・猶予期間は、「年金を受け取る際の受給資格期間」に算

入され、免除期間は納めた保険料により、年金額へ反映されます。

　猶予・免除を受けた期間の保険料は１０年以内であれば追納す

ることが可能ですが、３年度目以降になると加算額が加わります。

▼障害年金・遺族年金

　国民年金加入期間中の病気や事故により、障がいや死亡という

不測の事態が発生した場合、障がいの状態に応じて障害基礎年金、

対象となる遺族の人は遺族基礎年金を請求することができます

が、保険料の納付要件を満たしている必要があります。

▼問い合わせ先

　◇日本年金機構米子年金事務所　（☎３４－６１１１）　

　◇市民課保険年金係　（☎４７－１０３５）

２０歳になったら国民年金に加入しましょう

種 別 土　木

工 事 名
渡１号汚水幹線
築造工事

入 札 日 1 月 24 日

予 定 価 格 152,777 千円

落 札 額 136,080 千円

落 札 率 89.1%

落 札 者
佐々木組・佐藤産業
特定建設工事共同企業体

13　平成２９年３月



informationinformation

児

童

扶

養

手

当
・

災
害
遺
児
手
当
の
ご
案
内

【
児
童
扶
養
手
当
】

▼
対　

象

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
、

祖
父
母
な
ど
の
養
育
者

※
支
給
は
原
則
、
児
童
が
満
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
ま
で
。

※
児
童
、
父
ま
た
は
母
、
養
育
者
が

公
的
年
金
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
で
も
、
公
的
年
金
等
の
額
が

児
童
扶
養
手
当
の
額
よ
り
低
け
れ
ば
、

そ
の
差
額
分
を
受
給
で
き
ま
す
。

※
所
得
等
の
制
限
が
あ
り
、
支
給
さ

れ
な
い
場
合
や
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
支
給
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動
し

ま
す
。

※
す
で
に
児
童
扶
養
手
当
を
認
定
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、
別
途
額
改
定
の

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
、
住
民

票
（
世
帯
全
員
）
の
写
し
、
印
章
な

ど※
支
給
条
件
に
応
じ
て
他
に
書
類
が

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
災
害
遺
児
手
当
】

▼
対　

象

◇
天
災
や
事
故
、
自
死
に
よ
り
、
児　

　

童
の
養
育
者
が
死
亡
あ
る
い
は
障

　

が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
そ

　

の
児
童
（
義
務
教
育
修
了
ま
で
の

　

児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
者

◇
児
童
の
生
計
を
維
持
し
、
ま
た
は

　

同
じ
く
す
る
者
の
前
年
（
１
月
か

　

ら
６
月
ま
で
の
間
に
支
給
さ
れ
る

　

手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所

　

得
に
つ
い
て
、
所
得
税
が
課
税
さ

　

れ
て
い
な
い
者

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

児
童
１
人
に
つ
き
２
千
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
章
、
天
災
や
事
故
に
よ
り
養
育

者
の
死
亡
が
確
認
で
き
る
書
類
、
源

泉
徴
収
票
な
ど

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

入
札
参
加
資
格
・
入
札
案
件
公
表

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南

町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ

か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

入
札
参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
３
２
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
http://w

w
w
.tottori-seibukoiki.jp/

飼

い

犬

の

登

録
・

狂
犬
病
予
防
注
射
等

【
飼
い
始
め
た
ら
「
登
録
」
を
！
】

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90

日
を
経
過
し
た
犬
は
登
録
（
生
涯
１

回
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
他
市
町

村
か
ら
の
転
入
や
飼
い
主
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

【
死
亡
し
た
ら
必
ず
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
】

　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
際
に
は
、
登

録
台
帳
か
ら
の
抹
消
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
】

　

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
１
回
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
、

も
し
く
は
左
表
日
程
で
実
施
す
る
集

合
注
射
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
集
合
注
射
日
程

※
例
年
、
集
合
注
射
時
に
咬
傷
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
の

予
防
や
犬
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る

た
め
に
、
か
か
り
つ
け
動
物
病
院
で

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
登
録
と
注
射
済
票
の
交
付
】

　

犬
の
登
録
・
注
射
済
票
交
付
は
、

集
合
注
射
会
場
、
環
境
衛
生
課
（
清

掃
セ
ン
タ
ー
内
）、
西
部
地
区
に
あ

る
動
物
病
院（
15
医
院
）で
可
能
で
す
。

※
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
が

で
き
る
動
物
病
院
の
一
覧
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

【
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

◇
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

　

ま
す
。

◇
散
歩
中
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り

　

ま
し
ょ
う
。

◇
正
し
い
し
つ
け
を
し
て
、
飼
い
主

　

の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
鑑
札
、
注
射
済
票
を
常
時
着
用
さ

　

せ
、
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
最
後
ま
で
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

　

大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係
（
清
掃

セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

※
野
良
犬
や
犬
の
飼
い
方
等
に
関
す

る
苦
情
・
ご
相
談
は
、
西
部
総
合
事

務
所
生
活
環
境
局
生
活
安
全
課
（
☎

31
‐
９
３
２
０
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

平成 29 年 3 月まで
（平成29年4月定期払まで）

平成 29 年 4 月から
（平成29年8月定期払から）

【本体額】
全部支給
一部支給

42,330 円
9,990 ～ 42,320 円

42,290 円
9,980 ～ 42,280 円

【第２子加算額】
全部支給
一部支給

10,000 円
5,000 ～ 9,990 円

9,990 円
5,000 ～ 9,980 円

【第３子以降加算額】
全部支給
一部支給

6,000 円
3,000 ～ 5,990 円

5,990 円
3,000 ～ 5,980 円

○ 児 童 扶 養 手 当 額（ 月 額 ）

と　　　き と こ ろ 持参するもの

4月 4日（火）

13：20 ～ 13：40 三軒屋町会館
◇通知ハガキ
　（3月中旬発送予定）

◇犬の登録手帳

◇注射等費用

　注射のみ：3,050 円

※新規登録が必要な場合は

　別途 3,000 円が必要です。

※鳥取県条例による標識（犬

　シール）は別途 80 円です。

13：55 ～ 14：10 芝 町 会 館

14：25 ～ 14：40 境 公 民 館

4月 5日（水）
13：20 ～ 13：50 余 子 公 民 館

14：05 ～ 14：35 上 道 公 民 館

4月 6日（木）
13：20 ～ 13：50 外 江 公 民 館

14：05 ～ 14：25 誠 道 公 民 館

　17日（金）
13：20 ～ 13：50 中 浜 公 民 館

14：05 ～ 14：35 渡 公 民 館

　19日（日） 9：30 ～ 11：30 境 港 市 役 所

市報さかいみなと　14



気
持
ち
の
良
い
生
活
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う

【
猫
は
屋
内
で
飼
い
し
ま
し
ょ
う
】

　

野
良
猫
だ
け
で
な
く
、
飼
い
猫
も

ふ
ん
尿
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

猫
は
、
上
下
運
動
が
で
き
て
落
ち

着
け
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
室
内
で
も

快
適
に
暮
ら
せ
ま
す
。
室
内
で
飼
え

ば
、
交
通
事
故
や
猫
同
士
の
け
ん
か
、

望
ま
な
い
妊
娠
、
病
気
の
感
染
な
ど

も
防
げ
ま
す
。

【
無
責
任
な
餌
付
け
はや

め
ま
し
ょ
う
】

　

カ
ラ
ス
や
カ
モ
メ
な
ど
の
野
生
動

物
、
野
良
犬
・
野
良
猫
な
ど
に
餌
付

け
を
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
ふ
ん
尿
や

鳴
き
声
だ
け
で
は
な
く
、
家
屋
を
荒

ら
し
た
り
、
餌
の
残
り
が
散
乱
す
る

な
ど
し
て
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
管
理
で
き

な
い
動
物
に
餌
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す
】

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
野
焼

き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
ん
ど
焼
き
な
ど
、
例
外
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

野
焼
き
の
煙
や
焼
却
灰
の
飛
散
に
よ

り
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
や
ぜ
ん
そ
く
症

状
が
悪
化
し
た
な
ど
の
苦
情
も
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
消
防
車
が
出
動
す
る

事
案
も
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
野
焼
き
禁
止
の
例
外
規
定
と
さ

れ
た
行
為
で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
、
苦
情
等
の
あ
る
場

合
は
改
善
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
相
続
に
つ
い
て
】

　

農
地
法
に
よ
り
、
農
地
を
相
続
し

た
と
き
は
、
農
業
委
員
会
に
届
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

相
続
で
農
地
を
取
得
さ
れ
た
人
を
把

握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
等
に
際
し

て
、
手
続
き
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

近
年
、
相
続
手
続
き
お
よ
び
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い

農
地
が
増
加
し
て
お
り
、
農
地
の
貸

し
借
り
の
手
続
き
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
届
出
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
畑
地
の
貸
し
借

り
（
農
業
振
興
地
域
内
に
限
る
）
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
さ
れ
て

い
な
い
畑
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

informationinformation

市町村 負担金

境港市 6億 7,937 万円

米子市 27 億 1,138 万円

日吉津村 1億 1,539 万円

大山町 4億 8,283 万円

南部町 3億 4,026 万円

伯耆町 3億 4,756 万円

日南町 1億 8,157 万円

日野町 1億 3,442 万円

江府町 1億 2,620 万円

分担金および負担金
51 億 1,897 万円 (83.7%)
うち市町村負担金

繰入金
3 億 7,313 万円
(6.1%)

組合債
3 億 8,560 万円
(6.3%)

国・県支出金
5,258 万円
(0.9%)

使用料および手数料
3,881 万円 (0.6%)

諸収入ほか
1 億 4,412 万円
(2.4%)

消防費
35 億 8,486 万円
(59.2%)

衛生費
17 億 1,422 万円
(28.3%)

公債費
4 億 9,786 万円
(8.2%)

総務費
1 億 8,287 万円
(3.0%)

民生費・教育費ほか
7,587 万円 (1.3%)

歳 入歳 入 歳 出歳 出
61億 1,322万円61億 1,322万円 60億 5,568万円60億 5,568万円

　平成２７年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が６１億１，３２２万円、歳出
総額が６０億５，５６８万円となり、歳入から歳出を差し引いた５，７５４万円は翌年度に繰り越しました。

平成２７年度鳥取県西部広域行政管理組合
一般会計　決算の概要

▼問い合わせ先
　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
　　　　　　　　　　　（☎２２－７７３２）

※表中の決算額は、万単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

15　平成２９年３月



informationinformation

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地
２
０
１
７

　
　
　
　
　
　
　

〜
海
底
探
検
〜
】

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
・
乗
っ
て
・

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
海
底
探
検
」
で
す
。

▼
と　

き

　

３
月
18
日（
土
）〜
５
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
３
月
21
日
（
火
）
〜
24
日
（
金
）

は
休
館
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

◇
前
売
券
（
３
歳
以
上
）
３
０
０
円

◇
当
日
券　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

※
別
途
料
金
が
必
要
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

▼
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
先

　

新
日
本
海
新
聞
社
西
部
本
社
事
業

課　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
８
８
１
３
）

【
夢
み
な
と
工
房
】

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
手
作

り
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

３
月
18
日（
土
）〜
５
月
７
日（
日
）

の
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
の
み

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

▼
料　

金　

５
０
０
円
〜

※
作
家
さ
ん
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

３
月
31
日
（
金
）、４
月
28
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

３
月
８
日
（
水
）、５
月
10
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
平
成
29
年
度
よ
り
、
奇
数
月
の
第

２
水
曜
日
が
年
金
相
談
日
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
４
月
の
年
金
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

人
権
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

１
月
に
諸
事
情
に
よ
り
中
止
し
ま

し
た
「
人
権
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
座
（
参
加
・
体
験
型
学
習
）」
を

あ
ら
た
め
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
講　

師

　

中
江
美
紀
さ
ん
（（
公
社
）
鳥
取

県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究

員
）

▼
テ
ー
マ

　

見
つ
け
よ
う
！
今
の
私
に
ち
ょ
う

ど
い
い
仕
事
と
生
活
の
ベ
ス
ト
バ
ラ

ン
ス

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
22
日
（
水
）

▼
定　

員　

30
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

▼
と　

き

　

３
月
25
日（
土
）〜
４
月
９
日（
日
）

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ

り

◇
内　

容

　

ぼ
ん
ぼ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
昭
花

ク
ラ
ブ
連
合
会
作
品
展
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
（
踊
り
・
太
鼓
・
バ
ン
ド

演
奏
等
）、
お
花
見
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

桜
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
、
桜

の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
、
み
な

と
ウ
ォ
ー
ク
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
等

※
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
み
な
と
ウ
ォ
ー

ク
は
４
月
９
日
（
日
）
開
催
で
す
。

【
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集
】

　

踊
り
や
太
鼓
、
音
楽
演
奏
等
の
出

演
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

３
月
13
日
（
月
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
境
港
市
観
光
協
会
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
８
０
）

催催  

しし

境港市民交流センター（仮称）
基本設計（最終案）について

【市民説明会】

　これまでの経過や基本設計（最終案）に関する説

明会を開催します。

▼と　き　３月１１日（土）　午前１０時～正午

▼ところ　保健相談センター講堂

※どなたでも参加できます。

【意見募集】

　境港市民交流センター（仮称）基本設計（最終案）

について、皆さんからのご意見を募集しています。

▼資料閲覧場所　

　市役所生涯学習課、各公民館、なぎさ会館、しお

さい会館、市民活動センター、市ホームページ

▼応募方法　　

　意見、住所、氏名、連絡先を明記のうえ、郵送、ファ

クシミリ、電子メールのいずれかで提出するか、持

参してください。（様式不問）

▼応募期限　３月１２日（日）

※郵送の場合は当日消印有効

▼提出・問い合わせ先

　〒６８４－８５０１　境港市上道町３０００

　　生涯学習課　（☎４７－１０９０）

　FAX４７－１１０９

　Mail syougaigakusyu@city.sakaiminato.lg.jp
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桜
ま
つ
り
境
港
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

▼
と　

き　

４
月
９
日
（
日
）

◇
受　

付　

午
前
８
時
30
分
〜

◇
開　

始　

午
前
９
時
〜

※
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ　

境
台
場
公
園

▼
試
合
方
法　

３
人
１
組
の
対
抗
戦

▼
申
し
込
み
方
法

　

各
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
窓

口
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　

１
チ
ー
ム
６
０
０
円

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

い
き
い
き
介
護
講
座

〜
楽
し
く
高
齢
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　

お
や
つ
を
つ
く
ろ
う
〜

▼
対　

象　

介
護
し
て
い
る
家
族
お

よ
び
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

３
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
大
切

な
「
食
」
と
「
栄
養
」
の
知
識
を
調

理
の
実
演
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

▼
講　

師

　

渋
谷
美
樹
さ
ん
（
鳥
取
県
栄
養
士

会　

管
理
栄
養
士
）　　
　
　
　
　

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

２
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
定　

員　

25
人

▼
申
込
期
限　

３
月
22
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

健
康
づ
く
り
講
演
会

  
市
の
生
活
習
慣
病
の
現
状
や
、
地

域
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
大
切

さ
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授
や
理
化

学
研
究
所
博
士
の
貴
重
な
お
話
が
聞

け
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

３
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
45
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
定　

員
（
先
着
順
）　

２
０
０
人

▼
申
込
期
限　

３
月
９
日
（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

愛

の

献

血

運

動

　

境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
お
よ
び
、

境
港
美
保
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共
催

で
愛
の
献
血
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
10
日
（
金
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
受
付
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

１
階
展
示
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
美
保
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
２
７
７
）

市
民
後
見
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
民
後
見
の
現
状
・
課
題
・
将
来

を
考
え
、
共
に
地
域
で
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
権
利
擁
護
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
の
集
い
で
す
。

▼
と　

き　

３
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会
議
室

▼
内　

容

◇
講　

演

・
演　

題

　

法
人
後
見
活
動
と
市
民
後
見
人

・
講　

師　

佐
藤
彰

し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
國
學

院
大
學
法
科
大
学
院　

教
授
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

市
民
後
見
人
の
活
動
の
場
を
考
え

る・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

高
橋
敬ひ

ろ

幸ゆ
き

さ
ん
（（
一
社
）
権
利

擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
う
き
代
表
理

事
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ほ
う
き　
　
（
☎
21
‐
５
０
９
２
）

家
庭
倫
理
講
演
会
「
つ
な
が
る
」

　

何
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
こ
と

が
大
切
な
の
か
を
共
に
考
え
、
家
庭

の
き
ず
な
を
堅
固
に
す
る
一
助
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
演
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー　

３

階
映
像
シ
ア
タ
ー

▼
講　

師　

工
藤
裕ひ

ろ

美み

さ
ん
（（
一

社
）
倫
理
研
究
所　

生
涯
局
講
師
）

▼
参
加
費　

千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

家
庭
倫
理
の
会
米
子
市　

岩
本
さ

ん（☎
０
９
０
‐
４
６
５
０
‐
８
９
６
３
）

informationinformation

シンフォニー少年少女合唱団・
シーサイド☆音魚人定期演奏会

　シンフォニー少年少女合唱団・シーサイド☆音魚人が、日頃の練習の成果を披露し

ます。さらに、ピアノコンクール受賞者によるピアノ演奏もお楽しみください。

▼と　き　３月１２日（日）午後１時～４時

▼ところ　文化ホール

▼内　容　◇合唱、音楽劇『となりのトトロ』

　　　　　◇ピアノコンクール受賞者によるピアノ演奏

▼入場料　大人５００円　※高校生以下無料（要整理券）

▼チケット取扱い場所　市民会館

【団員募集】

　童謡からアニメ・映画音楽まで、いろんな歌をいっしょに歌いませんか。

▼対　象　本市および近隣在住の小学生から高校生（※幼保年長児は要相談）

▼練習日　毎週土曜日　　午後４時～７時

▼練習場所　中央公民館（市民会館２階）

　※入団には、年会費、保護者会費、制服代などが必要です。

▼入団申し込み・問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係（☎４７－１０９３）
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お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

春
休
み
お
は
な
し
会

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

４
月
５
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
１
階
和
室

▼
内　

容

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
わ
ら
べ
う
た
、
紙
芝

居
な
ど

▼
参
加
費　

無
料　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会　

足
立

さ
ん　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
０
７
６
）

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
＆
説
明
会

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（（
独
）国
際
協
力
機
構
）

で
は
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
29

年
度
春
募
集
を
３
月
か
ら
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
体
験
談
＆
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

【
４
月
１
日
（
土
）】

　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
２
会
議
室

◇
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ほ
か
（
合
同
）

　

午
後
１
時
〜

【
４
月
８
日
（
土
）】

　

松
江
テ
ル
サ
４
階
大
会
議
室

◇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日　

　

系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

午
前
11
時
〜

◇
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会
青

　

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

午
後
１
時
〜

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

途
中
で
の
入
退
室
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

担
当

（
☎
０
８
２
‐
４
２
１
‐
６
３
０
５
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

第
３
回
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭

　

境
港
と
周
辺
地
域
の
海
の
食
材
を

使
っ
た
グ
ル
メ
が
一
度
に
味
わ
え
る

境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

音
楽
や
踊
り
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
、
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
同
時
開
催
。

▼
と　

き

　

３
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
両
日
）

※
雨
天
決
行

▼
と
こ
ろ

　

境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
（
境
水
道

海
岸
通
り
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
実

行
委
員
会　
　
（
☎
47
‐
０
５
２
０
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月
は
「
な
つ
か
し
い
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
と
バ
ラ
ー
ド
を
!!
」
を
テ
ー

マ
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
24
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

ス
パ
イ
シ
ー
ブ
レ
ン
ド

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

行

政

事

務

嘱

託

職

員
・

臨

時

職

員

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）】

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
人
権
教
育
推
進
員　
　
　
　

１
人

◇
水
木
し
げ
る
記
念
館
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

◇
図
書
館
司
書　
　
　
　
　
　

１
人

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

▼
応
募
期
限　

３
月
14
日
（
火
）

▼
試
験
日　
　

３
月
18
日
（
土
）

【
臨
時
職
員
】

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員　

１
人

▼
業
務
内
容

　

相
談
支
援
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

催
、
事
例
検
討
会
へ
の
参
加
等

▼
勤
務
時
間　

１
日
４
時
間
程
度

▼
時　

給　

９
６
０
円

▼
資
格
要
件

　

保
健
師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

▼
応
募
期
限　

３
月
17
日
（
金
）

▼
試
験
日

　

応
募
者
へ
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▼
応
募
要
件
等

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
任
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格（
一
人
親
世
帯
等
優
先
）

　

一
人
親
世
帯
等
の
人
は
、
優
先
入

居
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
13
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

３
月
16
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

４
月
１
日
（
土
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

informationinformation

募募  

集集

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

外江団地

（外江町 3266-5）

上道団地

（上道町 3563）

種　別 一人親世帯等優先 一　般 一　般 一　般

建設年度 昭和 50 年 昭和 50 年 昭和 59 年 平成 11 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建

募集住戸 50A 棟 28 号（２階） 50A 棟 30 号（３階） 5号（３階） 10 棟 404 号（４階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）

３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）

３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳

３ＬＤＫ

６畳（２）、洋６畳

家賃（円） 11,800 ～ 23,300 11,800 ～ 23,300 16,100 ～ 31,700 23,900 ～ 46,900
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informationinformation

教
育
委
員
会
臨
時
職
員

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員　

若
干
名

▼
業
務
内
容　

児
童
の
保
育
等

▼
勤
務
時
間

◇
通　

常　

週
15
時
間
程
度

◇
長
期
休
業
日
中

　

週
30
時
間
程
度　

▼
時　

給　

９
１
０
円

▼
資　

格　

18
歳
以
上
（
経
験
・
資

格
は
問
い
ま
せ
ん
）　　

▼
雇
用
期
間

　

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日
ま
で

※
更
新
あ
り

▼
応
募
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

３
月
13
日
（
月
）
必
着

▼
面
接
試
験
日　

３
月
19
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療

懇

話

会

委

員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
鳥

取
県
後
期
高
齢
者
医
療
懇
話
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

６
人

▼
任　

期

　

４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

▼
応
募
資
格

　

４
月
１
日
時
点
で
、
鳥
取
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
運
営
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

▼
活
動
内
容

　

湯
梨
浜
町
で
開
催
す
る
年
２
回
程

度
の
懇
話
会
に
出
席
し
、
保
険
料
や

保
健
事
業
等
に
関
す
る
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
、
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
報
酬
・
旅
費

　

１
回
あ
た
り
謝
金
５
千
円
と
交
通

費
相
当
額
（
費
用
弁
償
）

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
鳥
取
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
ま
た
は
市
民
課
保

険
年
金
係
に
請
求
、
も
し
く
は
広
域

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

koureikouiki-tottori.jp/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
限

　

３
月
17
日
（
金
）
必
着

※
選
考
結
果
は
、
３
月
下
旬
に
応
募

者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
９
‐
０
７
１
４

　

東
伯
郡
湯
梨
浜
町
大
字
龍
島

５
０
０
番
地

　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

総
務
課

　
（
☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
７
）

FAX 

０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
６
７

Mail

kourei@
koureikouiki-tottori.jp

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
複
数
の
種
目
を
、
様
々
な
世
代

の
人
た
ち
が
、
興
味
・
関
心
や
競
技

レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
に
楽
し
む
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

【
境
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
人

▼
と　

き　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※
祝
日
は
除
く

▼
と
こ
ろ　

第
２
市
民
体
育
館

▼
内　

容

　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
太

極
拳
、
卓
球
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
申
し
込
み
方
法

　

会
場
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
会　

費　

年
額
１
万
２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

角す
み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
６
８
１
８
）

【
ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

▼
対　

象　

３
歳
〜
小
学
４
年
生

▼
と　

き　

毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
内
容
（
体
操
教
室
）

　

鉄
棒
、
と
び
箱
、
マ
ッ
ト
運
動
、

な
わ
と
び
、
逆
立
ち
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局　
　
　
　
　
（
☎
57
‐
５
１
７
０
）

春
の
短
期
水
泳
教
室

▼
対　

象　

３
歳
〜
12
歳

▼
と　

き

　

３
月
26
日
（
日
）
〜
31
日
（
金
）

※
水
曜
日
は
休
校
日

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
料
金
（
保
険
料
を
含
む
）

　

一
般　

５
千
円

▼
定　

員
（
先
着
順
）　

20
人

▼
申
込
期
限　

３
月
20
日
（
月
・
祝
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

境
港
こ
ど
も
囲
碁
教
室

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
幼
児
（
年

長
か
ら
）、
小
学
生

▼
と　

き

　

４
月
か
ら
来
年
３
月
の
原
則
毎
週

土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

境
港
碁
会
所
（
中
野
町
５
６
０
１
）

▼
募
集
人
数　

10 

人

▼
受
講
料　

月
額
２
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

境
港
こ
ど
も
囲
碁
教
室　

足
立
さ

ん　

  　
（
☎
・
FAX 

44
‐
５
３
１
５
）

中国四国農政局からのお知らせ
国有財産（土地）の売払を行います
　中国四国農政局では、旧中浦水門跡地を一般競争入札（期

日入札・価格提示）により、売払を行います。

【物件について】

▼所在地

　島根県松江市八束町江島字新田１０５４番５ 外１０筆

▼地　目　雑種地（都市計画区域外）

▼面　積　１万４，０２３．１２㎡（実測面積）

▼最低売却価格　２，９６０万円

▼売払公示書公示期間　３月２８日まで

【入札について】

▼入札参加申込期限　３月２８日（火）まで

▼入札・開札日　４月１７日（月）午後１時３０分～

　　　　　　　　※午後１時から受け付け開始

▼入札・開札場所

　岡山第２地方合同庁舎（７階）　中国四国農政局　入札室

▼問い合わせ先

　中国四国農政局農村振興部農地整備課調整係

　　　　　　　　　　　（☎０８６－２２４－４５１１）

19　平成２９年３月



　　

美哉幼稚園 びさい交流会

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】

▼と　き　３月８日（水）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　上道公民館

▼内　容

　地域子育て支援センター「ひまわり」のおもちゃを

持って出かけます。皆さん遊びに来てください。

※事前申し込みは不要です。

【０歳さんあつまれ～】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　３月２８日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　（離乳食、しつけ等についての情報共有）　

▼申込期限　３月２４日(金 )

▼申し込み・問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

※各施設では親子で遊べるプレイルームを開放し、子

育てについての相談に応じるほか、下記の日程で親子

ふれあい遊びやおはなし会などを行っています。お気

軽にお出かけください。

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～第３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

子育てひろば

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券を交付しています。３月の対象者は下記のと

おりです。申請がまだの人は、お早めに窓口までお

越しください。

※お子さんの誕生月が平成２８年４月、７月、１０

　月の人は、３月３１日（金）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

※平成２８年８月、９月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際でも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成２８年１０月～１２月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成２８年７月～９月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成２８年４月～６月 出生月の９～１１カ月後
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内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

・毎週水曜日
・３月２７日（月）

10：30 ～ 11：10 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 3 月 15 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 8 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 4 月 26 日（水） 平成 28 年 9 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 3 月 23 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 8 月生まれの幼児

 4 月 27 日（木） 平成 27 年 9 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 3 月 9 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 2 月生まれの幼児

 4 月 06 日（木） 平成 26 年 3 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 4 月 11 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

子ども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

境港市

ファミリー・サポート・センター情報

【援助会員を募集しています】
　あなたも地域の子育てに参加しませんか？

　子どもの預かりや保育園への送迎など少し

の時間でもできることがあります。お気軽に

お電話ください。

【ファミリー・サポート・センターとは】
　ファミリー・サポート・センターは、子どもをもつすべての人が安心し

て子育てできる環境をめざし、育児のお手伝いをしてほしい人と、お手伝

いできる人をサポートする組織です。

▼申し込み・問い合わせ先

　境港市ファミリー・サポート・センター   （☎４５－６６６０）
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特と
く

別べ
つ

支し

援え
ん

を
要よ
う

す
る
子こ

の
担た
ん

任に
ん

に
必ひ
つ

要よ
う

な

黄お
う

金ご
ん

の
三み

っ

日か

間か
ん

を
成せ

い

功こ
う

さ
せ
る
基き

本ほ
ん

ス
キ
ル

　
　
　

甲こ
う

本も
と

卓た
く

司し

・
大お

お

江え

信の
ぶ

昭あ
き

前ま
え

田た

進
す
す
む

画が

集
し
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前ま
え

田た

進
す
す
む

山さ
ん

紫し

水す
い

明め
い

　

―
頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う

の
詩し

郷
き
ょ
う

―

　
　
　
　
　
　
　
　

池い
け

田だ

明あ
き

子こ

娯ご

楽
ら
く

番
ば
ん

組ぐ
み

を
創つ

く

っ
た
男

お
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

尾お

原
は
ら

宏
ひ
ろ

之
ゆ
き

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの

お 知 ら せお 知 ら せ

【日曜日　粗大ごみの（有料）収集サービス】

◇と　き　３月１９日（日）午前９時～１１時

※希望される場合は、事前に清掃センターにご予約ください。

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪３月の対象日≫　３月２０日（月・春分の日）
※月曜日の収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　３月１９日（午前９時～正午）

市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をし
て、宣伝してみませんか？

◇発行部数　12,500 部

◇広告掲載場所　information の最下段

◇広告の規格・掲載料（月額）

　・１号広告（5㎝× 18㎝）15,000 円

　・２号広告（5㎝× 12㎝）10,000 円

　・３号広告（5㎝× 6㎝）　 5,000 円△

問い合わせ先

　地域振興課広報情報係（☎ 47-1010）

※市報広告以外にも、ホームページバ

ナー広告やはまるーぷバス広告なども

あります。詳細についてはお問い合わ

せください。

市報さかいみなと　22



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
たい妖さんの毛筆アート
「楽想書展」

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人 　400 円
小中高生 100 円

3 月 4 日（土）

3月 18 日（土）

古典講座
「みんなで楽しく『万葉集』を読
もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

3月 08 日（水）
県中部地震被災地支援公演・大人も楽
しめる人形劇

「繭の夢」

市 民 会 館
大 会 議 室

19：00 ～ 20：30
NPO 法人こども未来
ネットワーク
☎ 44 － 8607（渡部）

大　人　1,000 円
子 ど も　 無 料

3月20日（月・祝）鷲朋吟詠会鳥取支部翔友会温習会 文化ホール 10：00 ～ 13：00
鷲朋吟詠会鳥取支部
翔友会
☎45－4103（ヒラノ）

無　料

3月 25 日（土） 絵本と紙芝居の会
※英語多読も行っています

市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,734 人（－ 18）
　　女　：18,025 人（－ 31）
　合　計：34,759 人（－ 49）
　世帯数：15,121 世帯（－ 31）

　※平成 29 年 1 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  3 月 9 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  3 月 10 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
でも受け付けています

福 祉 相 談  3 月 24 日（金） 13：00 ～ 16：00

法 律 相 談
 3 月 3 日（金）
 3 月 17 日（金）

13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 3 月 13 日（月） 14：00 ～ 15：00

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 3 月 16 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

23　平成２９年３月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

　イワシは漢字で『鰯』と書くように、鮮度落ちの早い大衆

魚ですが、ことわざに『鰯七度洗えば鯛の味（凡人でも磨け

ば能力を発揮する例え）』とあるように、新鮮なものをよく

洗ってその生臭さを落とせばタイのような味なるといわれて

います。

　また、イワシの語源は、たっぷり食べさせて元気にさせる

意味の『いわす』からきたという説もあるくらい、人の身体

に必要な栄養が豊富な魚です。特にエイコサペンタエン酸（Ｅ

ＰＡ）やドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）などは、生活習慣病

予防や頭の働きがよくなるなどの効果が期待されます。

　今回は、こちらも昔から『畑の肉』といわれるほどの栄養

豊富な『大豆』と組み合わせた逸品料理をご紹介します。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  23お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　大豆（水に一晩つけたもの）を、水気を取って、

　から揚げする。

②　イワシは３枚におろし、２つ切りにし、水気を取

　って片栗粉をつけ、から揚げする。

③　タマネギは薄切り、ニンジンはせん切り、ピーマ

　ンは輪切りにする。

④　調味液を作り、①～③をつけこむ。

　　※つけこむ時間は１０分程度でもいいですが、お

　　　好みで

⑤　皿に④を盛り、お好みでレモンやトマトを添えて

　出来上がり。

イワシの大豆入り南蛮漬け

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

渡辺 佑
ゆうき

樹 ちゃん（H28.6.27 生） と

お母さんの 一
ひとみ

美 さん（渡町）

　  ≪お子さんへのメッセージ≫

　　元気に大きく育ってね

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

  谷垣 百
ももか

花 ちゃん（H28.6.23 生） と

   お母さんの 沙
さ き

希 さん（夕日ヶ丘２丁目）
 
 　≪お子さんへのメッセージ≫ 

 　お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲良くね

佐賀 零
れい

 ちゃん（H28.6.4 生） と

お母さんの アレン さん（蓮池町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

 　いい子になりますように

□材料（４人前）
○イワシ 　　 １０尾

○大豆   １／２カップ

○片栗粉　　大さじ６

○たまねぎ　　　１個

○にんじん　　　１本

○ピーマン　　　１個

酢　　　　１／２カップ

しょうゆ　１／２カップ

砂糖　　　　　大さじ２

出し汁　　１／２カップ

七味唐辛子　　　　少々

調

味

液


